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コメント 米 粒 (京大 ･盟長研)
3-2 下北半島北西部における秋および冬の行
動域の特性
綿冥 豊 (北大 ･戯)

















総合討論 (座長 :羽山伸一 ･日獣大)
世話人 :渡逸邦夫､末 滋､山稜寿-､川本 芳､
後藤俊二､鈴木 晃 (京大 ･霊長研)､
和田一雄 (ニホンザルワーキンググループ)､
三戸幸久 (E]本モンキーセンター)､羽山伸一






































































































































































山越 首 (京都大 ･霊長研)
フィールド調査法としてのビデオ利用
















































挨拶 杉山幸丸 く霊長類研究所所長) 13:30-
1.｢仮説 :ウイルス人類学｣
日沼頼夫 (京大名巻教授)13:40-14:40
2.｢キリンの首はウイルスで伸びた｣
中原英臣 (山野美容芸術短大)
14:40-15:40
3.｢インフルエンザウイルス種間感染の謎｣
根路銘国昭 (予研ウイルス部)
15:40-16:40
討論 16:40-18:00
3月14日 (金) 午前9時～12時50分
司会 中村伸 (霊長類研究所)
4.｢HIV/HTLVはサル類から人額にき
たのか一一ウイルスの分子進化系統解析｣
速水正意 (京大ウイルネ研)9.･00-10.loo
5. ｢進化とレトロウイルス｣
' 畑中正一 (塩野義製薬医科学研)
10:00-ll:00
6.｢エマージングウイルスと現代社会｣
山内T一也 (日生研)ll:00-12:00
討論 12:00～12:50
追加発言者
小池 智 (岡崎基礎生物研)
佐藤 溶 く長崎大学医学部)
高阪精夫 (予研筑波霊長額センター)
和 秀雄 (大阪大学人間科学部)
世話人 :松林汚明､中村伸､川本芳､三上章允
友永雅己､山稜専一､茂原信生
ホミニゼ-ションという概念についてどのよう
な切り口で考えるかは､極めて多様である｡今年
度は､ヒトの歴史に影響を与えてきた生物学的な
要因の中で､ウイルスを取り上げてみた｡近年の
幾つかのいわゆるエマージングウイルス病の発生＼
例もあって､ウイルスは病原微生物としての印象
が強く､病気との関連で語られることが多い｡し
かしながら例えば多くのレトロウイルスのよう
に､宿主の迫伝子の中に潜り込んで､その種の分
化､進化にまで何らかの関わりを持ったことが疑
われるものもあり､人間史を考察する上でも意外
に重要な役割を担っているといえる｡
ヒトという宿主への侵袈あるいはヒト間のウイ
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ルス退伝子の伝搬の様式ひとつを見ても､それは
人ガの他種生物との交流や人頼自身の生活に密接
に閑適するものであり､飛行機におけるフライト
レコーダーのように､ヒトの飛跡のある部分を記
録している証拠でもある｡今回の研究会では､
様々なウイルス種の宿主個体間および種を越えて
の水平移動の様相が紹介され､今日知られている
数多くのウイルスがとこからどのようにしてヒト
に到達したかが試論された｡
病原微生物も基本的にはそれぞれの固有の住処
で固有の宿主との問に安定的な平衡関係を保って
共存している｡そこに入り込み､バランスを乱す
ヒトの行為が ｢パンドラの箱｣を開けることにな
るのだとの指摘は以前からなされて来たが､近年
のエボラ出血熱などの流行例を目の当たりにする
と､｢開発｣｢交通｣さらには ｢奥地医療｣の発展
さえ､未知のウイルスとの予期せぬ遭遇を招いて
いることを再認識させられる｡｢ヒトの来た道｣
を振り返るとともに､｢ヒトの行く道｣を考える
上で､貴重な機会となった｡
(文責:松林清明)
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